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要旨

　南硫黄島周辺海域において、貝類、甲殻類および魚類の動物相調査を行った。同定作業は継続中で

あるが、現在までに27科53種の貝類、4科9種の甲殻類、22科63種の魚類を確認した。確認種は南

硫黄島からの新記録種を多数含むが、多くは小笠原群島にも分布する種で占められていた。

1．はじめに

　南硫黄島は火山列島の南端に位置する海洋島である。島には湾や入り江が存在しないため、海岸線

のすべてが外洋に面しており、潮間帯は波あたりの強い岩礁性海岸となっている。海底には黒い砂地

が広がり、島を取り囲むように巨岩が点在している。海岸から水深約40～50mまでは緩やかに深度を

増すが、それ以降、急激に落ち込んでいる。

　南硫黄島周辺海域は底魚一本釣漁業が営まれているが、島に人が上陸することは希であるため、人

為的影響の少ない、保存度の高い海岸を維持しているものと考えられる。当海域における主要な海洋

生物相調査は、1985年に行われた東京都水産試験場の大島分場および小笠原水産センターによる合同

調査があげられ、ll種以上の造礁サンゴ類（ミドリイシ属は全てAcroρora　spp．として表記されている）、

56種の貝類、7種の甲殻類、7種の棘皮動物および84種の魚類を記録している（東京都水産試験場，1994；

西村，1988）。しかし、これ以外に行われた海洋生物調査に関する報告は断片的であり、南硫黄島周辺

海域の海洋生物相を把握するには至っていない。

　本調査では、南硫黄島海域の海洋生物相の情報を追加更新することを目的とし、造礁サンゴ類、貝

類、甲殻類および魚類の分布調査を実施した。なお、造礁サンゴ類に関しては標本の詳細な検討を行

った後、別の機会に報告したい。

2．方法

2－1．対象分類群

　本調査で対象とした海洋生物は、花虫綱イシサンゴ目に属する造礁サンゴ類（佐々木ら　準備中）、

軟体動物門に属する貝類、軟甲綱十脚目に属する甲殻類および軟骨魚綱、硬骨魚綱に属する魚類とし

た。
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2－2．調査方法および調査地点

　貝類相の調査は潮下帯におけるスクーバ潜水、スキンダイビング、ドレッジ（採泥器）による採集

および潮間帯から潮上帯における磯採集により行った。スクーバ潜水による採集地点は、島の北東に

位置する水深約16mの地点（図1，SCO　1）であり、スキンダイビングによる採集地点は島の南に位置

する調査隊べ一スキャンプ沖の水深約3mから5mの地点（図1，　SKOl）である。ドレッジによる採集

調査は、島の北西沖から南西沖にかけての9地点において行った（図1，DO　1～DO9）。磯採集は島の南岸

に位置する、上調査ルート登禁口付近から島の南東端の間の範囲において行った（図1，INO　1）。

　甲殻類相の調査は、ドレッジによる採集および磯採集において行った。ドレッジ調査を行った地点

および磯採集を行った地点は、貝類相調査と同様である。

　魚類相調査は、主に潮下帯においてスクーバダイビングおよびスキンダイビングにより行った。ス

クーバダイビングによる調査地点は、島の北西沖に位置する水深約16mの地点（図1，SCOl）、島の南

に位置する陸上調査ルート登坂口沖の水深約12mから15mの地点（図1，　SCO3）において行った。ス

キンダイビングによる調査は、調査隊べ・・…一・スキャンプ沖の水深約3mから5mの地点で行った。各地点

では写真撮影およびビデオ撮影を行い、後に同定を行った。また、ドレッジ調査において混獲された

個体、磯採集において得られた個体も対象とした。ドレッジ調査および磯採集採を行った地点は貝類

相調査と同様である。

3．結果

3－1．造礁サンゴ類

標本を採取し、現在までに同定作業を行った貝類は、以下に示す27科54種である。

〔タクサの配列は、科以上については奥谷（2000）に従い、属以下はアルファベット順に掲載した。

同定作業において種まで確定したタクソンのうち、南硫黄島新記録種の学名の先頭には※印を付した。

新記録種であるか否かの判断は、西村（1988）、Fu㎞da（1993）、　Fukuda（1994）およびFu㎞da（1995）

を参考に行った。新記録種には生息環境および種の分布情報を備考として記した。分布記録は奥谷

（2000）を参考とした。また、ドレッジサンプルは全てのソーティングが終了していないため、採集

地点は全てDと表記し、地点名は省略した。〕

　　　　　　　　　　　　　　Class　pOLYpLACOPHORA　多板綱

　　　　　　　　　　　　　　Order・NEOLRICATA新ビザラガイ目

1．NEOLRICATA　gen．　et　sp．新ピザラガイ目の一種

　　地点：SKO　1．

　　　　　　　　　　　　　　　Class　GASTROPODA　腹足綱

　　　　　　　　　　　　Order㎜LLOGASTROPODA　カサガイ目

　　　　　　　　　　　　　Family　NACERIDAE　ヨメガカサガイ科

2．Cellana　enneagona（Reeve，1854）シワガサ

　　地点：正NOl
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　　　　　　　　　　　　　　Family　LO［MDAEユキノカサガイ科

3．　Ni　ρonacmea　boninensts（Asakura＆Nishiham4　1987）オガサワラアオガイ

　　地点：SKOl．

　　　　　　　　　　　　　　Order　VETIGASTROPODA　古腹足目

　　　　　　　　　　　　　Fam珈TRY㏄HDAEニシキウズガイ科

4．Monodonta　perpleua　boninensts　Asakura＆Nishihameg　1987オオクロヅケ

　　地点：rNO　1

5．※Cltmculus　clcmguloides（WWt　1828）ナツモモ

　　地点：D．

　　備考：ドレッジにより海底から死殻が得られた。本種は房総半島・能登半島以南の潮下帯に分布

　　する種である。

6．※Rossiteria　nuctea（Phlippi，1849）コノボリガイ

　　地点：D．

　　備考：ドレッジにより海底から生貝が得られた。本種は房総半島以南の潮下帯上部に分布する。

　　　　　　　　　　　　　　　Family　TURBINIDAEサザエ科

7．7レうo爾㎝αm5’o〃za）　setoszLs　Gmelin，1791マルサザエ

　　地点：INOl

　　　　　　　　　　　　　Order　NERI’IIMORPHA　アマオブネガイ目

　　　　　　　　　　　　　Family　NERITIDAEアマオブネガイ科

8．※Nerina’　（Heminerita）　i，zsculpta　Rさcluz，　1842　リュウキュウアマガイ

　　地点：MOl

　　備考：潮間帯の岩の暗部において生息が確認された。本種はトカラ列島以南の潮間帯に分布する。

9．※Nerina’　（Rt’tena）plteata　Linnaeus，1758　キバアマガイ

　　地点：INO　1

　　備考：潮間帯の岩の暗部において生息が確認された。本種は屋久島以南の潮間帯に分布する種で

　　ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　Order　DISCOPODA　盤足目

　　　　　　　　　　　　　　Family　PLANAxIl）AE　ゴマフニナ科

1　O．、Hineaf／zsciata（Pease，1868）　ヨコスジタマキビモドキ

　　地点：INOl

ll．SupPlanaJcis　niger（Quoy＆Gaimard　1834）クロタマキビモドキ

　　地点：工NOl
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　　　　　　　　　　　　　　Family　LITI’O一タマキビ科

12．NOdilittorina　trochoides（Gray，　1839）イボタマキビ

　　地点：rNOl

l3．Nedilittorina　sp．オガサワラタマキビ

　　地点：MOl

l4．　Littoraria　（Zittoraria）　pintcido（Wbod，1828）　コウダカタマキビ

　　地点：INO　l

　　　　　　　　　　　　　　Family　STROMBIDAE　ソデボラ科

15．※LambiS　（Zlarpago）　chiragra（Linnacus，1758）スイジガイ

　　地点二SCO　1

　　備考：スクーバ潜水により、潮下帯の岩礁より生貝が得られた。本種は紀伊半島以南の熱帯イン

　　ド・西太平洋域に広く分布する。

　　　　　　　　　　　　　　Family　VERrvfill）TIDAEムカデガイ科

16．1）endropoma〃mαximu〃2（Sowerby，1825）フタモチヘビガイ

　　地点：SKOl

　　　　　　　　　　　　　　Family　CYPRAEDAEタカラガイ科

17．※Cypraea　（7’urparadZLsta）fi〃zbriata／imbriata　Gmelin，1791ツマムラサキメダカラ

　　地点：D

　　備考：ドレッジにより、海底から死殻が得られた。本種は銚子以南の熱帯インド・西太平洋域の

　　潮間帯下部から潮下帯に分布する。

18．（）p澱θαμ～2〃吻1〃iauritiana　Linnaeus．1758ハチジョウダカラ

　　地点：MO　1

19．（妙rαeα¢曜切細うθ〃α加うθ〃αLimaeus，1758ヤナギシボリダカラ

　　地点：D

20．Cypraea　（IZrosaria）　capatserpentis　caputserpentis　Linnaeus，1758ハナマルユキ

　　地点：SKOl

21．（Jyρraea（aErosaria）　poraria　Linnaeus，1758　アヤメダカラ

　　地点：SKOl

　　　　　　　　　　　　　　　Family　BURSIDAE　オキニシ科

22．※Bursa　bufonia　dzmkeri　Kiia，　1　962オキニシ

　　地点：SKO　l

　　備考：潮下帯の岩礁上に生息していた。本種は房総半島以南の熱帯インド・西太平洋域の潮間帯

　　から潮下帯に分布する。
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　　　　　　　　　　　　　　Order　NEOGASTROPODA　新腹足目

　　　　　　　　　　　　　　　Family　MURICIDAEアッキガイ科

23．※Usira　avenacea　（Lesson，　1　842）シイノミレイシ

　　地点：INOl

　　備考：潮間帯転石下の粗い砂が堆積した環境に生息していた。本種は四国以南の潮間帯に分布す

　　る。

24．助ρα伽ρの7た加鰐厩ぬri　Emerson＆Cemohorsky，1973シロイガレイシ

　　地点：SKO　1

25．772ats　（Semiricinula）〃zuricata（Blainville，1816）テツレイシ

　　地点：INO1

26．　7hats　（Stramonita）　annigera（Link，1807）シラクモガイ

　　地点：SKOl

27．※、Uabromorula　striata（Pease，1868）クチムラサキレイシダマシ

　　地点：SKO　1

　　備考：潮下帯の岩礁上に生息していた。本種は伊豆諸島以南の潮間帯から潮下帯に分布する。

28．Morula　granulata（Dudos，1924）　レイシダマシ

　　地点：正NOl

29．Morula　ava（R6ding，1798）クロイボレイシダマシ

　　地点：SKO　1

30．伽脚ρ㎎興り〃20耀〃2〃zorum　ROding，1798ムラサキイガレイシ

　　地点：SKO　1

31．Purpma　persica（Limaeus，1758）ホソスジテツボラ

　　地点：rNO1

32．　Coralliophila　madreρoraria（Sowerby，　1820－24）　ヒトハサンゴヤドリ

　　地点：D

　　　　　　　　　　　　　　Family　NASSARIIDAEムシロガイ科

33．Telaseo　velaltLs（Goulq　1850）　シイノミヨフバイ

　　地点：D

　　　　　　　　　　　　　　　Family　BUCCINIDAEエゾバイ科

34．※（】anthams　Pollia？　zmdosa（Limaeus，1758）スジグロホラダマシ

　　地点：SCOl

　　備考：潮下帯の転石下に生息していた。紀伊半島・八丈島以南に分布する。

　　　　　　　　　　　　　Family　FASCIOLAR皿DAEイトマキボラ科

35．　lotims　polygonus（Gmelin，　1791）　リュウキュウツノマタガイ

　　地点：SCOl
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36．latintzLs　tztrritzLs（Gmelin，1791）スジグロニシキニナ

　　地点：SCOl

　　　　　　　　　　　　　　　Family　CONII）AEイモガイ科

37．ContLs　（IRhiZoconiLs？　rattzLs　Hwass　in　Bruguiere，1792ハイイロミナシ

　　地点：SCO　1

38．※Conas　（Darioconus？　textile　Linaeus，1758タガヤサンミナシ

　　地点：D

　　備考：ドレッジにより、潮下帯の海底から死殻を得た。本種は三宅島・紀伊半島・山口県北部以

　　南の熱帯インド・西太平洋域の潮間帯から潮下帯に分布する。

39．※Coη鰐働切ηoη瑚α纏研薦Limaeus，1758サラサミナシ

　　地点：D

　　備考：ドレッジにより、潮下帯の海底より生貝を得た。本種は三宅島・紀伊半島以南の熱帯イン

　　ド・太平洋域の潮間帯から潮下帯に分布する。

40．　Conus　sp．　1イモガイ属の一種

　　地点：SCO　1

41．Conus　sp．2　イモガイ属の一種

　　地点：SCOl

　　　　　　　　　　　　　Family　TEREBRDAEタケノコガイ科

42．※Acianiniapenicillata（Hinds，1844）ヤナギシボリタケ

　　地点：D

　　備考：ドレッジにより、潮下帯の海底より生貝を得た。本種は紀伊半島以南の熱帯インド・太平

　　洋域の潮間帯から潮下帯に分布する。

43．Terebridae　gen．　et　sp．タケノコガイ科の一種

　　地点：D

　　　　　　　　　　　　　　Order　OPISTHOBRANCmA　後鯉目

　　　　　　　　　　　　Family　SMARAGDINELLH）AE　ミドリガイ科

44．※Smaragdinella　calyculata（Broderip＆Sowerby，　1829）　ミドリガイ

　　地点：MOl

　　備考：潮間帯の岩の壁面に生息していた。本種は紀伊半島以南の熱帯インド・太平洋域の潮間帯

　　に分布する。

　　　　　　　　　　　Family　CHROMODORIDIDAE　イロウミウシ科

45．※（］hro〃iodoris　biaxi　Rudman，　1982和名無し

　　地点：SCOl

　備考：潮下帯の岩の表面に生息していた。C．・bumiはオーストラリア沿岸に分布するとされるが、
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　　本調査で得られた個体の形態および色彩はRudman（1982）の記載と良く一致することから、本

　　種と同定した。

　　　　　　　　　　　　　Family　PHYLLDIIDAE　イボウミウシ科

46．※Phyllidiella　pzLstUtosa（Cuvied　804）コイボウミウシ

　　地点：SCO　l；地点：SCO3

　　備考：潮下帯の岩の表面に生息していた。本種は相模湾以南の熱帯インド・太平洋域の潮下帯に

　　分布する。

　　　　　　　　　　　　　　　　Order　PULMONATA　基眼目

　　　　　　　　　　　　　Family　SIPHONARmAEカラマツガイ科

47．※si　honaria　（？v4estosiphon？　subatra　Pilsbry，　1904　クロカラマツガイ

　　地点：INO1

　　備考：潮間帯にある岩の表面に生息していた。本種は小笠原諸島から北マリアナ諸島の潮間帯に

　　分布する。

　　　　　　　　　　　　　　　　Class　BIVALBIA　二枚貝綱

　　　　　　　　　　　　　　　　Order　ARCOIDA　フネガイ目

　　　　　　　　　　　　　　　Family　ARCDAEフネガイ科

48．Acarplicata　a）illwyn，　1817）コシロガイ

　　地点：D

　　　　　　　　　　　　　　　　Order　OSTREODAカキ目

　　　　　　　　　　　　　　　Family　Spondylidaeウミギク科

49．Spondylidae　Gen．　et　sp．ウミギク科の一種

　　地点：D

　　　　　　　　　　　　　Order　VENERODA　マルスダレガイ目

　　　　　　　　　　　　　　Family　TRIDACNIDAEシヤコガイ科

50．　Trd　cna〃zaxima（R6ding，1798）シラナミガイ

　　地点：SCO3

　　　　　　　　　　　　　　　Family　Tellmidaeニッコウガイ科

51．　Tellinidae　Gen．　et　sp．　1ニツコウガイ科の一種

　　地点：D

52．Tellinidae　Gen．　et　sp．2ニッコウガイ科の一種

　　地点：D
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　　　　　　　　　　　　　Family　VENER皿）AEマルスダレガイ科

53．※Pθ7を1妙如纏㎝Z伽（Limaeus，1758）アラヌノメガイ

　　地点：D

　　　　　　　　　　　　　　　CIass　CEPHALOPODA頭足綱

　　　　　　　　　　　　　　　Order・OCTOPODA　八腕形目

　　　　　　　　　　　　　　Family　OCTOPODIDAEマダコ科

54．※0欲脚01加7’（Beny，1914）アナダコ

　　地点：INO　1

　　備考：潮間帯の岩礁上に生息していた。本種は小笠原諸島および琉球列島の潮間帯に分布する。

3－2．甲殻類

　標本を採取した甲殻類は、未同定種を含め4科9種であった。

〔同定作業において種まで確定したタクソンのうち、南硫黄島新記録種の学名の先頭には※印を付し

た。新記録種の判別は、武田（1983）および東京都水産試験場（1994）を参考に行った。新記録…種に

は生息環境および分布情報を備考として付した。〕

　　　　　　　　　　　　　　Class　MALACOSTRACA軟甲綱

　　　　　　　　　　　　　　　　Order・DECAPODA　十脚目

　　　　　　　　　　　　　Family　COENOBITIDAEオカヤドカリ科

1．※Bi，gzLs　latro（Linnaeus，1767）ヤシガニ

　　地点：INO　1

　　備考：潮上帯において生息が確認された。本種は与論島からミクロネシア・メラネシア、オース

　　トラリア沿岸、マダガスカル、アフリカ東部までのインド洋沿岸各地と島唄域に分布する（武田、

　　1995）。小笠原諸島における公式記録がみあたらないが、父島属島の南島において発見事例がある

　　　（堀越、私信）。

2．※Coenobita　perlatus　H．　Milne　Edwards．1837サキシマオカヤドカリ

　　地点：INOl

　　備考：潮上帯において生息が確認された。本種は西太平洋の熱帯域に広く分布する。国内では父

　　島、北硫黄島、南鳥島、石垣島、黒島から分布記録が報告されている（藤田、2005）。本種は環境

　　省のレッドリストにおいて絶滅危惧ll類（VU）に区分されている。また、国指定天然記念物であ

　　る。

3．※Coenobita　pzu／puretLs　Stimpsoq　1　858ムラサキオカヤドカリ

　　地点：正NO　1

　　備考：潮上帯において生息が確認された。中曽根（1987）によると、本種は日本固有種と考えら

　　れ、小笠原諸島、鹿児島、奄美・沖縄・宮古・八重山諸島に分布するとされる。本種は国指定天

　　然記念物である。
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　　　　　　　　　　　　　　Family　RANINIDAE

4．Raninidae　gen．　et　sp．アサヒガニ科の一種

　　地点：D

　　　　　　　　　　　　　　Family　XANITHIDAE

5．Xanitlidae　gen．　et　sp．オウギガニ科の一種

　　地点：MO　1

アサヒガニ科

オウギガニ科

　　　　　　　　　　　　　　　Family　GRPSDAEイワガニ科

6．※Geograpsus　crini　es　a）ana　1851）オオカクレイワガニ

　　地点：rNOl

　　備考：潮間帯上部から潮上帯において生息が確認された。本種はハワイ、南太平洋、インド洋、

　　紅海、アフリカ東岸に広く分布し、国内では奄美大島以南から分布記録がある。

7．GeograpszLs　grayi（H．　Milne　Edwards．1853）カクレイワガニ

　　地点：INOl

8．Grapsus　tenuicmstatus（Herbsち1783）オオイワガニ

　　地点：INO　1

9．※PlagZLsia　tuberculata　Lamarck，　1818イボショウジンガニ

　　地点：MOl

　　備考：潮間帯の岩の表面において生息を確認した。本種はハワイ、南太平洋、チリ、インド洋、

　　アフリカ東岸に広く分布し、国内では房総半島以南から分布記録がある。

3－3．魚類

　確認した魚類は、以下に示す22科63種であった。

〔科以上のタクサの配列は、中坊（2000）に従い、属以下はアルファベット順とした。確認した地点

および同定の根拠とした資料（写真、映像および標本）の別を記した。小笠原諸島の魚類相は、座間・

藤田（1977）、Zama＆Yasuda（1979）、　Randa11　et　al．（1977）においてリスト化されているが、各種の分

布情報は不明な点が多いため、現段階では南硫黄島新記録・既記録の別の判断を保留した。〕

　　　　　　　　　　　　　　Class　CHONDRICHTHYES軟骨魚綱

　　　　　　　　　　　　Order　CARCHARHINIFORMES　メジロザメ目

　　　　　　　　　　　　Family　CARCHARHINIDAEメジロザメ科

1．Triaenodon・obeszas（RUppell，1837）ネムリブカ

　　地点：SCO　1．同定：画像；地点：SCO2．同定：画像

Class　OSTEICHTHYES硬骨魚綱

Order　ANGUILLIFORMES　ウナギ目

Farnily　MURAENIDAE　ウツボ科
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2．Uropterygt’ZLS　sp．キカイウツボ属の一種

　　地点：MO　1．同定：液浸標本

　　　　　　　　　　　　　　　　Family　SERRAN【DAEハタ科

3．CephalopholiS　a㎎gzLs　Block＆Schneider，　1801アオノメハタ

　　地点：SCO　1．同定：映像

4．CephalopholtS　iarodeta（Forster　in　Bloch＆Schneider，　1801）ニジハタ

　　地点：SCO　1．同定：映像

5．EpinepheliLsfasciatzLs（Forsskal，1775）アカハタ

　　地点：SCOl．同定：画像

　　　　　　　　　　　　　　　Family　CARANGIDAE　アジ科

6．Caraur　lugubris　Poey，　1860カッポレ

　　地点：SCO3．同定：画像

7．（】araur〃melampplgzLs　Cuvier，　1　833カスミアジ

　　地点：SKO　1．同定：画像

Family　LUTJANDAEフエダイ科

8．Luthanus　bohar（Forsskal，1775）バラフエダイ

　　地点：SCO　l．同定：映像；地点：SCO2．同定：画像

9．五π∫加η粥㎞〃2かα（Forsskal，1775）ヨスジフエダイ

　　地点：SCOI．同定：映像

10．Luthanus　stellattLs　iAdcazaki，1983　フエダイ

　　地点：SCO　1．同定：映像；地点SKO　I．同定：映像

・地点SKOl．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　　Family　CAESIONIDAE　タカサゴ科

ll．Caesio　teres　Seale，1906　ウメイロモドキ

　　地点：SCO3．同定：画像

12．Rerocaesio　tile（Cuvier，　1830）クマザサハナムロ

　地点：SCOI．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　Family　L…me　7＝フキダイ科

13．Gnathodentex　aureolineatzLs（La㏄p6de，1802）　ノコギリダイ

　　地点：SCO　1．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　　　Family　MULLIIDAE　ヒメジ科

14．Parupeneus　bifasciams（LaceP6de，1801）フタスジヒメジ

　　地点：SCO　1．同定：画像；地点：SCO2．同定：画像
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1　5・　Parupeneus〃mulnfasciatzLs（Quoy＆Gaimard　1824）オジサン

　　地点：SCOl．同定：画像

　　　　　　　　　　　　　　Family　KYOPHOSDAEイスズミ科

16．Kyophosi‘spacifi（nLs　Sakai＆Nakabo，2004．ミナミイスズミ

　　地点：SCO　I．同定：映像；地点SKO　1．同定：映像

　　　　　　　　　　　Family　CHAETODONrlDAE　チョウチョウウオ科

17．Chaetodon　aza’iga　Forsskal，1775　トゲチョウチョウウオ

　　地点：SCO3．同定：画像；地点：SKO　1．同定：映像

18．　Chaetodon　decvalalma　Jordan＆Fowler，　1902ユウゼン

　　地点：SCOI．同定：画像

19．　ChaetOdon　lzmala（Lacq£de，1803）チョウハン

　　地点：SCOI．同定：映像

20．Chaetαdon　ornatissimtLs　Cuvier，　1　83　1ハナグロチョウチョウウオ

　　地点：SKO　1．同定：映像；地点：SCO2．同定：画像

21．Chaetodon　guαdrimaculams　Gray，　183　1シテンチョウチョウウオ

　　地点：SCO　1．同定：映像；地点：SKO　I．同定：画像

22．Chaetodon　retieulatzLs　Cuvier，　1　83　1バクテンカタギ

　　地点：SKO　1．同定：画像

23．Forci　iger．7ZabissimtLs　Jordan＆McGregor，　1898　フエヤッコダイ

　　地点：SCO3．同定：画像

　　　　　　　　　　　　Family　POMACANrHIDAEキンチャクダイ科

24．CentroWge／Zavissima（Cuvier，　1831）コガネヤッコ

　　地点：SCOl．同定：画像

25．PomαcanthZLS　imperator（Bloch，　1787）タテジマキンチャクダイ

　　地点：SCO　1．同定：映像；地点：SCO2．同定：画像

　　　　　　　　　　　　　Family　OPLEGNATHIDAE　・t’シダイ科

26．Ciplegnathz‘s　pmctans（Temminck＆SchlegeL　1844）イシガキダイ

　　地点：SCO　1．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　Family　POMACENTRIDAEスズメダイ科

27．　AbndefdtgCsordidus（Forsskal，1775）シマスズメダイ

　　地点SKO　1．同定：映像

28．肋㈱グvα鄭ηα醜（Quoy＆Gaimard　1824）オヤビッチャ

　　地点SKO　1．同定：画像
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29．ChromiS　acares　Randa11＆Swerdloff，　1973　コビトスズメダイ

　　地点SKO　1．同定：画像

30．Plectrogtyphidodon　imρari　enniS（Vaillant＆Sauvage，1875）イワサキスズメダイ

　　地点：SKOl．同定：画像

31．PlectroglyphidOdonjohrzstonianzLs　Fowler＆Ba11，1924ルリメイシガキスズメダイ

　　地点SCO2：画像；SKO　1．同定：映像

32．PlectroglMphidOdonpheniXensisフェニックススズメダイ

　　地点SKO　1．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　　　Family　CIRRHITIDAE　ゴンベ科

33．Cirrhin’chtltysfalco　Randa11，1963サラサゴンベ

　　地点：SCOl．同定：画像

34．Neocirrhites　annatzLs　Castelnau，　1873ベニゴンベ

　　地点：SCOl．同定：映像；地点：SCO2．同定：画像

35．　Paracirrhites　arcatzLs（Cuvier，　1829）メガネゴンベ

　　地点：SCOI．同定：映像

36．Paracirrhitesforsteri（Bloch＆Schneider，　1801）ホシゴンベ

　　地点：SCO　1．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　　　　Family　LABRIDAEベラ科

37．βα毒研粥傭ZZα擁（Bennett，　1831）スミツキベラ

　　地点：SCO3．同定：画像

38．・Bodianus　bilunulatus（Lacepede，1802）キツネベラ

　　地点：SCOI．同定：画像

39．　Gomphosus　varizLs　Lacep6xie，1801クギベラ

　　地点：SCO　1．同定：画像

40．Halichoeres　orientaliS　Randall，1999ツキベラ

　　地点：SCO　l．同定：画像

41．Labroides　dimidiattLs（Valenciennes，1839）ホンソメワケベラ

　　地点：SCO　1．同定：映像

42．7）halassoma　amblycephalzun（Bleeker，　1856）コガシラベラ

　　地点：SCO3．同定：画像

43．　IZzalαssoma　lutescens（Lay＆Bemnett，　1839）ヤマブキベラ

　　地点：SCO　1．同定：映像；地点：SCO2．同定：画像

　　　　　　　　　　　　　　　　Family　SCARDAEブダイ科

44．ScarZLsforsteni（Bleeker，　1861）イチモンジブダイ

　　地点：SCO　1．同定：映像；地点：SKO　1．同定：画像
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　　　　　　　　　　　　　　Family　PINGUIPEDIDAE　トラギス科

45．Parapercis〃milleppunctata（Ginther，　1860）ワヌケトラギス

　　地点：SCO3．同定：画像

　　　　　　　　　　　　　　　　Family　GOBIDAE　ハゼ科

46．1＞診mateleotrtS〃3αgη昴cα（Fowler，　1938）ハタタテハゼ

　　地点：SCOI．同定：映像

47．Valeneiennea　strigata（Broussonet　1782）アカハチハゼ

　　地点：SCOI．同定：画像

　　　　　　　　　　　　　　　Family　ZANCLDAE　ツノダシ科

48．　ZZznclus　comutus（Linnaeus，1758）　ツノダシ

　　地点：SCO　1．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　　Family　ACANTHURIDAEニザダイ科

49．　Aαanthm’zLs　guttatzLs　Schneider，　1801ゴマニザ

　　地点：SKOI．同定：映像

50．　Acanthio’iLs　lenαopareitLs（Linaeus，1758）メガネクロハギ

　　地点：SKOI．同定：映像

5　1　．　Acanthio’zLs　lineamS（Linaeus，1758）ニジハギ

　　地点：SCO3、同定：画像

52．Aαanthza’us　nigricans（Jenkins，1903）スジクロハギ

　　地点：SCO　I．同定：映像；地点SCO3．同定：画像；地点SKO　1．同定：画像

53．　Acanthzu’zLs　oltVaceuy　Forster　in　Bloch＆Schneider，　1801モンツキハギ

　　地点：SCO　1．同定：映像；地点：SCO3．同定：画像

54．　Naso　lituratus（Schneider，　1801）ミヤコテングハギ

　　地点：SCO3．同定：画像

55．Naso〃zaculatus　Randall＆Struhsaker，　1981　ゴマテングハギモドキ

　　地点：SCOI．同定：映像

56．Zebrasoma／Zavescelzs（Bemet口828）キイロハギ

　　地点：SCOI．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　Family　BALISTIDAE　モンガラカワハギ科

57．BaltStides　conspieilltan（B1㏄k＆Schneider，　1801）モンガラカワハギ

　　地点：SCO　1．同定：映像

58．BaltStides　viridescens（Bl㏄k＆Sclmeider，　1801）ゴマモンガラ

　　地点：SCO　1．同定：映像
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59．Merlichthys　vidua（Solander，　1844）クロモンガラ

　　地点：SCO　1．同定：映像：地点：SCO2．同定：画像

60．Odonus　niger（Rifppe11，1837）アカモンガラ

　　地点：SCO　1．同定：映像

61．Sttfi7amen　bursa　（Block＆Schneider，　1801）ムスメハギ

　　地点：SCOI．同定：映像

　　　　　　　　　　　　　　Family　TETRAODONTII）AE　フグ科

62．Arothron〃meleagrtS（Lacepede，1798）　ミゾレフグ

　　地点：SCO　1．同定：画像

63．CanthigasterJ’anthinoptera（Bleeker，　1855）シボリキンチャクフグ

　　地点：SCOl．同定：画像

4．考察

4－1．潮上帯

　潮上帯からは、南硫黄島初記録となるヤシガニ、サキシマオカヤドカ，リの生息が確認された。両種

はこれまでに小笠原群島からも僅かに発見例がある（堀越、私信）。しかし、発見頻度を考慮すると、

群島外から偶来的に幼生が加入し、定着・成長した個体であり、再生産は行っていないと推測される。

サキシマオカヤドカリは調査例の少ない北硫黄島や南鳥島においても発見されており、本調査でも得

られた。これら南方系の陸生甲殻類が南硫黄島において再生産しているか否かは不明だが、小笠原群

島と比較して定着頻度は高い可能性が考えられる。

4－2．潮間帯

　南硫黄島の潮間帯基質は、崩落による巨岩および直径20～30cm程の玉石で構成されていた。潮間

帯の上部から中部では、イボタマキビ、コウダカタマキビ、オガサワラタマキビがみられた。また、

潮間帯中部から下部においては、シワガサ、オガサワラアオガイ、オオクロヅケ、クロタマキビモド

キなどが多産していた。これらは、小笠原群島の父島や母島の波あたりの強い海岸における典型的な

構成種であり、内湾性の普通種を欠いている。また、小笠原群島の同環境において普通にみられるカ

サガイおよびクサイロイシダタミの生息はまったく確認できず、死殻すら発見できなかった。カサガ

イは西村（1987）により北硫黄島から発見されているが、それ以前や以降の調査では発見されていな

いため、北硫黄島における本種の生息は偶因分散であった可能性が指摘されている（堀越ら、1997）。

西村（1987a；1987b；1988）は、南硫黄島を含む火山列島において、　Kurozumi＆Asakura（1994）は北

マリアナ諸島において包括的な貝類相調査を行ったが、カサガイおよびクサイロイシダタミを記録し

ていない。これら2種の貝類は火山列島において定常的には生息しておらず、2種の分布の南限は火

山列島に達していない可能性が高いと考えられる。

　潮間帯に生息する貝類以外の生物において特筆すべきは、キカイウツボ属の一種である。本種は吻

部が著しく隆起している形態学的特徴を持つが、Randa11　et　al．（1997）による小笠原諸島産魚類のモノ

グラフには該当する種が掲載されていない。現在同定作業を継続しているが、同諸島の未記録種であ
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る可能性もある。本種は潮間帯の玉石の間隙に生息しており、打ち上げられた魚類の死体などを同所

に浸すと、すぐに5匹以上が集まり死体に噛みついてきた。南硫黄島の玉石海岸は波浪の影響を強く

受けるためか、石と石の間隙には砂が堆積しておらず空間となっている。この様な環境は南硫黄島の

周縁全てにみられることから、本種の生息個体数は相当の数に上ると考えられる。本種は南硫黄島の

特徴的な海岸環境に適応し、恐らくカニ類や打ち上げられた生物を食し、南硫黄島の海岸部の物質循

環において無視できない地位にあるものと考えられる。

4－3．潮下帯

　潮下帯は、概してサンゴ礁の発達が悪く、観察された造礁サンゴ類は小型であった。水深15m付近

では、準塊状であるハナヤサイサンゴ属の各種や被覆状のナガレサンゴ等が主要な生育種であった。3

～5mの浅場では、被覆状もしくは準塊状のミドリイシ類が優占していた。いずれの地点も、波浪に強

いと考えられる形状の造礁サンゴで占められており、外洋の潮流にさらされる南硫黄島沿岸の海洋環

境をあらわしているといえる。造礁サンゴが生育する根にはサンゴ礁性の魚類が群れていた。シテン

チョウチョウウオやバクテンカタギなど、小笠原群島では希で、マリアナ諸島において多いとされる

種も確認されたが、魚類の多くは小笠原群島と共通する種で占められていた。

4－4．南硫黄島沿岸の海洋生物相

　火山列島の他の島は南硫黄島同様の玉石海岸がみられる上、北硫黄島には小規模なリーフが存在し、

硫黄島では砂浜海岸が発達している。湾や入り江が存在せず、島一周が玉石海岸である南硫黄島の海

岸環境は、火山列島内においても単純といえる。南硫黄島沿岸の海洋生物相の特徴を現段階で言及す

るならば、小笠原諸島の他の島と比較して環境が単純であるために構成種に偏りがあること、一部の

小笠原群島特産種の分布南限から外れていること、より南方系の種を一部含んでいることである。
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Summaly

　The　fauna　ofmollusc嬬　crustaceans　and　fish　were　investigated　around　the　coasta1　waters　of　the

Minami－lw（FTo　lsland．　Although　the　identification　work　has　not　been　completed　yeちa　total　of　53　species　of

mollusca　of　27㎞ilies，　nine　species　of　crustaceans　of　four　families，63　species　of　fish　of　22　families　were

recorded　so　far．　Many　species　were　found　as　new　recordS　f『om　the　rvfinami－lwo－To　lsland　however，　most　of

them　were　repOrted　from　the　Ogasawara　lsland　Group．
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図1．調査地点．

Figure　1．　Map　ofthe　stUdy　area　ofthe　Minami－lwo－To　lsland．
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